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衆
議
院
議
員
近
藤
昭
一
君
提
出
独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構
法
及
び
同
法
施
行
令
の
い
わ
ゆ
る
「
撤
退
ル
ー
ル
」
に
関

す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

御
指
摘
の
と
お
り
で
あ
る
。

二
の
（
�
）
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
こ
の
図
（
資
料
）
」
は
、
利
水
者
が
撤
退
す
る
場
合
の
費
用
負
担
の
考
え
方
の
一
部
に
つ
い
て
様
々
な
場
面

に
お
い
て
説
明
す
る
た
め
の
資
料
と
し
て
、
御
指
摘
の
「
市
民
団
体
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
情
報
公
開
請
求
」
の
前
に
、
国
土
交

通
省
水
管
理
・
国
土
保
全
局
（
旧
河
川
局
）
が
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

二
の
（
�
）
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
合
理
的
な
原
則
」
、
「
右
記
ア
の
理
か
ら
し
て
」
及
び
「
変
更
前
の
負
担
額
よ
り
増
加
す
る
の
が
通
例
で
あ

る
こ
と
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
た
め
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
御
指
摘
の
「

こ
の
図
（
資
料
）
」
に
お
い
て
は
、
「
利
水
Ａ
」
の
撤
退
に
係
る
「
不
要
支
出
額
」
及
び
「
投
資
可
能
限
度
額
を
超
え
る
額

」
が
い
ず
れ
も
零
の
場
合
に
は
、
「
利
水
Ａ
」
の
撤
退
負
担
金
は
零
と
な
る
。

一



二
の
（
�
）
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
趣
旨
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
御
指
摘
の
「
こ
の
図
（
資
料
）
」
は
、
利
水
者
が
撤
退
す
る
場
合
の

費
用
負
担
の
考
え
方
の
一
部
に
つ
い
て
説
明
す
る
た
め
の
資
料
と
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

三
の
（
�
）
及
び
（
�
）
の
②
に
つ
い
て

御
指
摘
の
資
料
は
、
平
成
二
十
一
年
七
月
七
日
に
開
催
さ
れ
、
名
古
屋
市
が
参
加
し
て
い
る
「
木
曽
川
水
系
連
絡
導
水
路

事
業
監
理
検
討
会
（
第
五
回
）
」
に
お
い
て
「
現
在
の
事
業
計
画
か
ら
名
古
屋
市
が
撤
退
し
た
場
合
に
、
三
県
の
新
た
な
負

担
は
困
難
で
あ
る
等
の
意
見
を
踏
ま
え
て
、
国
・
水
機
構
が
事
業
費
等
の
試
算
を
行
う
こ
と
」
と
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、

国
土
交
通
省
中
部
地
方
整
備
局
及
び
独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構
中
部
支
社
が
作
成
し
、
同
月
十
日
に
開
催
さ
れ
た
「
木
曽

川
水
系
連
絡
導
水
路
に
係
る
三
県
一
市
副
知
事
・
副
市
長
会
議
」
に
提
出
し
た
資
料
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
名
古
屋
市
に
「
「

撤
退
負
担
金
は
一
一
一
億
円
で
あ
る
」
と
の
誤
解
」
は
生
じ
て
い
る
と
は
考
え
て
お
ら
ず
、
「
甚
だ
不
適
切
な
行
為
で
あ
る

」
、
「
「
誤
解
」
を
生
じ
さ
せ
た
」
及
び
「
中
部
地
方
整
備
局
及
び
水
資
源
機
構
中
部
支
社
の
責
任
が
重
大
で
あ
る
」
と
の

御
指
摘
は
当
た
ら
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

三
の
（
�
）
の
①
及
び
（
�
）
に
つ
い
て

二



お
尋
ね
の
「
名
古
屋
市
が
木
曽
川
水
系
連
絡
導
水
路
事
業
か
ら
撤
退
し
た
場
合
の
撤
退
負
担
金
」
の
額
に
つ
い
て
は
、
独

立
行
政
法
人
水
資
源
機
構
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
八
十
二
号
）
第
十
三
条
に
規
定
す
る
事
業
実
施
計
画
（
以
下
「
事
業

実
施
計
画
」
と
い
う
。
）
の
変
更
手
続
を
経
て
決
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
お
答
え
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
。

四
の
（
�
）
及
び
（
�
）
の
①
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
趣
旨
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
お
尋
ね
の
「
一
の
利
水
者
が
撤
退
を
表
明
し
た
場
合
」
に
お
け
る
工

事
の
進
め
方
及
び
当
該
工
事
に
係
る
費
用
負
担
に
つ
い
て
は
、
撤
退
に
伴
う
事
業
実
施
計
画
の
変
更
に
係
る
関
係
利
水
者
及

び
関
係
行
政
機
関
と
の
調
整
を
経
て
決
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
「
「
実
務
レ
ベ
ル
で
対
応
に
支
障
、
混
乱
が
生
じ
」
る
」

及
び
「
負
担
に
「
穴
を
空
け
る
（
負
担
者
が
い
な
い
支
出
が
生
じ
る
）
」
」
と
の
御
指
摘
は
当
た
ら
な
い
も
の
と
考
え
て
い

る
。

四
の
（
�
）
の
②
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
趣
旨
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
毎
年
度
の
予
算
要
求
に
つ
い
て
は
、
関
係
利
水
者
及
び
関
係
行
政
機

関
の
意
向
を
踏
ま
え
つ
つ
、
個
別
具
体
的
に
算
出
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
「
「
撤
退
」
を
考
慮
し
た
最
低
限
の
予
算
措
置

請
求
の
み
が
な
さ
れ
る
も
の
」
で
は
な
い
。

三



四
の
（
�
）
及
び
五
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
趣
旨
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
御
指
摘
の
よ
う
な
制
度
改
正
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
他
の
事
業

参
画
者
に
対
し
て
、
そ
の
意
に
反
し
増
加
分
の
費
用
の
負
担
を
強
い
る
こ
と
等
と
な
り
、
当
事
者
間
の
公
平
の
観
点
か
ら
適

当
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

四


